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香川大学総合情報センターについて

香川大学の情報基盤を所管する学内組織
（2020年7月1日より情報メディアセンターに改称）
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総合情報センター教職員の視点でオンライン教育への移行過程を見る



3/17 新型コロナウィルス、香川県で初の感染確認
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東京都（1/24）と比較して約2ヵ月遅れ



4/1 危機管理対策会議の結果を兼任する学部の教務委員からのメ
ールで知る
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当初、本部の危機管理対策会議のメンバーに総合情報センターは呼ばれず

その間、オンライン教育に活用可能
なサービスを議論
（センター内部での雑談レベル）

（※全学共通教育を管理する
大学教育基盤センターが所管）

正式開始は、
後にGW明けに



4/6 16:00～ 総合情報センター教職員／事務職員 5名、学長室に
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総合情報センターに白羽の矢が立った



DX化技術支援室の設置
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ICT化を推進するシンクタンク的な組織が必要と思う。
総合情報センター教職員にメンバーを担ってほしい。

学長

学長戦略室
本学の学長が戦略的な大学運営を実施
するにあたり，諸施策の基本構想等の策
定，調査に基づく支援，他の戦略室間の
情報共有等を行うことを目的とした組織



DX化技術支援室の設置
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総合情報センター関係者

目的をより高次なデジタライゼーションや、その先のデジタル
トランスフォーメーションに置いた上でのICT化であるべきです。



DX化技術支援室の設置
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そして、我々は最前線に立たされる

DX化技術支援室

教育DX

学生支援DX

業務DX

それがいいな。OK。わかった。

学長

組織横断的に
デジタル化，DX化
を推進する役割を担う



4/10 遠隔会議システムFD（Skype for Business サービスイン）

400名近い方（学長、理事、副学長含む）が参加
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教職員にオンライン教育移行に向けた覚悟ができた



4/14 センター教職員有志で学生・教員向けマニュアルを公開
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https://sites.google.com/pro.kagawa-u.ac.jp/online-edu/

他部局を編集者に巻き込みながら情報の一元化を図る



4/21 本学役員会においてMicrosoft Teams ハンズオン体験会
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Teamsアプリを入れたPCを担ぎ、役員室の間を往来する教職員の姿がそこにあった

香川県からいつ休業要請が発出されるかもわからない状況。



4/22 香川県知事から県内の大学に宛てた休業要請（4/25～5/6）が発出
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https://www.pref.kagawa.lg.jp/content/dir1/dir1_6/dir1_6_2/wau9zc200422195215.shtml

役員説明に続き、 4/23に事務職員に向けたTeams説明会を開催

https://www.pref.kagawa.lg.jp/content/dir1/dir1_6/dir1_6_2/wau9zc200422195215.shtml


4/23 Microsoft Teams（Kadams）を正式に開始
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重要度の低い情報を扱う業務については在宅ワークが可能に

在宅ワークに必要な基本的な操作方法をマニュアル化



4/25～5/6 在宅ワーク奨励
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5/6 香川大学の遠隔講義の実施について
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なお、第２クォーター以降は、一部
の演習・実験科目につき、
対面で実施できるよう緩和

第1クォーターはフルオンライン決定。
演習・実験科目については、知識教授
の部分を先行しておこなうよう要請



本学のLMS（香川大学Moodle）に公開されるコース（授業科目）数
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年度

全
学
共
通

教
育
学
部

法
学
部

経
済
学
部

医
学
部

創
造
工
学
部

農
学
部

2014 24 6 0 53 0 6 26

2015 17 9 4 46 0 3 29

2016 13 0 0 52 1 1 3

2017 29 1 2 53 2 5 5

2018 34 0 2 66 1 52 9

2019 51 3 9 70 4 110 9

2020
前期

278 280 75 174 18 301 109

※ 医学部は部局として独自のLMSを管理・運用しており、大半の授業がそちらで公開

本システム史上、これまでにない規模で利用された



情報基盤の利用状況
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5月中旬から本学のMoodle、これまでにない動きを観測し始める



香川大学の仮想化基盤
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拡張性の高い仮想化基盤を選択していたことが効を奏した



大阪教育大学の尾崎先生のご発表
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19

ふむふむ。なるほど。
こういう順番で
説得するのか。

1ヵ月半遅れで、対応を追いかける形で本学でもサービス導入

尾崎拓郎，“オンライン授業実施に向けた個別サポートデスクの実
施体制の構築とその運用”，第4回「4月からの大学等遠隔授業に関す
る取組状況共有サイバーシンポジウム」，2020年4月17日

総合情報センターの
関係者が尾崎先生と
FBでつながっていた
ため、即時性の高い
情報も得ていた



DX化技術支援室の取り組み

20



香川大学と東京圏の大学生対流促進事業
「うまげなかがわ感じてみまい！」を運営

地方への若者の流れを促進

「地方大学と東京圏の大学の単位互換
等により学生が地方圏と東京圏を相互に
対流・交流する取組を促進する」
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2020年度、今夏のすべてのプログラムを中止せざるを得ない状況

https://www.cpp.ao.kagawa-u.ac.jp/

内閣府
「地方と東京圏の大学生対流促進事業」

・2018年，芝浦工業大学と共同で応募
し採択
・2019年から津田塾大学，東京農業大
学も本事業に参加

https://www.cpp.ao.kagawa-u.ac.jp/


香川大学と津田塾大学のオンライン合同ワークショップ

津田塾大学とを「また訪れたくなる香川（小豆島）」を実現する観光
情報サービスを創出するオンラインワークショップ実施

・5月28日，6月11日，6月25日の３日間

・各日3時間のインプットトークやアイデアワーク

・2019年度のプログラムにて実際に小豆島を訪れた学生も参加
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香川大学：“津田塾大学とのオンラインワークショップを実施”，https://www.kagawa-u.ac.jp/25206/



Microsoft Teamsを活用

23

津田塾大学
・教員1名
・学生24名

香川大学
・教員5名
・学生13名
・事務職員1名

・学生主体でチームごとにビデオ会議
・成果物を「ファイル」に共有・共同編集

・ 9つのチームに分かれ
アイデアワーク
・全チームがお互いの
アイデアを参照できる



オンライン合同ワークショップの成果発表会

寸劇、紙芝居、スマートフォンアプリの実装イメージを実演す
るなど、各チームが多様な発表方法によってアイデアがもつ
価値をアピールした。
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オンライン教育においても充実したワークショップができることを示した

サービス命名

ダーティプロトタイプ：
雑に作って、体験して、議論する

Working Backwards：
プレスリリースから考える



VRを活用した遠隔教育環境の整備や教育手法の開発
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香川大学と共立女子大学とのVR合同ゼミ

青山一真，“VRのすゝめ -VR 講義はもう
手間じゃない-”，第6回「4月からの大学
等遠隔授業に関する取組状況共有サイ
バーシンポジウム」，2020年5月1日

使えそう

福田 裕樹, 檜垣 大地, 米谷 雄介, 卯木 輝彦, 谷
田貝 雅典,  後藤田 中, 國枝 孝之, 八重樫 理人：
“香川大学と共立女子大学におけるオンライン異文
化・異分野学生交流 v ゼミの実践”，第45回教育
システム情報学会全国大会講演論文集，2020年
9月発行予定



業務DXアンオフィシャルワークショップ（2020.8.18）

26
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①学内ナレッジベース
学内Wikipedia

②電話等による業務中断

③学内リソースシェア

学内FAQ

人物

業務外の側面
プロフィール

集中

長電話

専門性

学生

体育館

人的リソース

設備リソース

PC教室

コラボレーション

評価

感謝
目安箱

メリハリ

アイデアの分類と集約



サービス命名とプレスリリースの作成（例）

「わからないことを教えてほしい人」がいる

「わからないことを教えてあげて喜ばれたい人」がいる

困りごとが解決し、助けた人が満足でき、ナレッジも溜まる
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まとめ

• オンライン教育体制への移行

• 大学間での即時性の高い情報交換ができる関係性（人脈）が大切

• 仮想化基盤により新たに発生した要求に柔軟に対応できた

• DX化技術支援室の取組み

• 教育DX

• 異文化・異分野の大学生交流

• VRを活用した教育手法の開発

• 業務DX

• 学内アイデアソン／ワークショップなどの共創活動によって 、
自分たちが本当に欲している価値（潜在ニーズ）が何かに気づく。
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情報センター系教職員の集い
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公式な情報共有という価値 + 非公式な人脈形成という価値

https://www.ssken.gr.jp/MAINSITE/index.html

http://www.nipc.med.tuat.ac.jp/

https://axies.jp/conf/conf2020/

https://www.ssken.gr.jp/MAINSITE/index.html
http://www.nipc.med.tuat.ac.jp/
https://axies.jp/conf/conf2020/


教育システム情報学会誌 Vol. 37, No. 4 2020（解説特集[草稿版]）

解説特集「レジリエントな学びを支える実践的取り組み
—新型コロナウイルスへのオンライン授業対応—」
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https://www.jsise.org/journal/journal_jp/037/037_04review.html

本発表に関するより詳細な情報はこちらでどうぞ

https://www.jsise.org/journal/journal_jp/037/037_04review.html

